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１ は じ め に
今, 日本の博物館の世界は激動の世界に入っている。もちろん, 博物館の世界だけがそう


























1) 『博物館の整備に関する法制度について』(兵庫県博物館協会での講演 於 兵庫県立美術館
2006年２月15日）など。
キーワード：新井重三, 博物館の自由, 図書館の自由, 博物館の自治, 富山県立近代美術館判決
らないという諦めにも似た状態で終始してきたのではないだろうか。法とは時代の必要に応
じて手直しされるべきものであり, 常に手直し, 見直しを図る努力を怠ってはならないので
ある。それゆえ, 今後もこの努力を怠ってはならず, だからこそ, 今回行われた博物館法改
正の問題は終わりではなく, 常に「これから」を考えなければならないのである。
更にここ数年の博物館をとりまく諸制度の改革, 特に小泉改革による民間への開放が目指





























国民の ｢知る権利｣ を保障する機関としての役割は持っており, 単に骨董的価値のもの・コ
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トを保存するためにだけ存在しているわけではあるまい。それらの資料を保管し, 国民がそ





















料の収集, 保管, 展示, 調査研究は, それ自体専門的な事項であり, とりわけ一般公衆との
関係における展示は教育文化的機能を有し, 保管, 調査研究は学術的性格を有するのである


















































tion) することにより, 思想（展示の目的, 意義, 価値等）を伝達 (communication) する機














































































な機能が ｢できるだけ公開して, 便宜を図るよう努める｣ というような程度でしかないので
あろうか。博物館学では博物館は生涯学習施設として, 教育的配慮のもとに行われ, これら
の事業は行われているはずである。博物館法は憲法26条の教育権を根拠に教育基本法 社会






















する, ②資料提供の自由を有する, ③利用者の秘密を厳守する, の３点である。これについ






では ｢博物館の自由｣ はどうだろうか。館蔵の博物館資料や借用資料について, 選択時に
それらを取捨することはその美術館なり, 博物館の学芸員の判断である。この点は図書館と
違い, 常に資料の選択が行われるのが博物館であり, それを行うのが学芸員なのである｡ ゆ
えに学芸員の選択の判断というものは非常に重い｡ それは博物館資料と国民との間に立つ存
在であることを思えば当然である｡ しかし今回の事例では一旦展示し, カタログまで作った









かしこれでは博物館 (美術館) の存在の意味が無くなる｡ 博物館は設立される理由 使命
を持った機関なのである｡ それゆえに博物館の使命を果たす為には学芸員の専門性 (特に資
料に対する) とその判断が尊重されることが必要であり, それによって博物館の事業を進め
ていくことが ｢博物館の自由｣ となり, ｢知る権利｣ を保障することになるのである｡
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５ お わ り に
「博物館の自由」と日本の博物館の将来ために
4) 奥平康弘 ｢法と人文科学 “自由”と不連続関係の文化と“自由”と折合いをつけることが求めら
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Taking a Closer Look at Dr. Juzo Arai’s Theory of Museums
and Intellectual Freedom in Museums
Satoshi INOUE
Present Japan is confronted with a grave economic crisis. Museums are being forced to stream-
line their management under pressure from the economic situation affecting Japanese society
overall. But the legal system for museums in Japan is not prepared for optimal management of
museums. What is needed is an open discussion on implementing a new system under the con-
cept of “intellectual freedom” in museums. This paper will examine this concept by looking at
two key themes.
One of these is Dr. Juzo Arai’s theory of museum studies. The other is the legal case of the
Museum of Modern Art, Toyama. In his theses, Dr. Arai emphasized the importance of self-
governed organization by gakugeiin ( Japanese Curator) of local museums. This suggestion was
indeed used as factual evidence in the legal case of the Museum of Modern Art, Toyama (1986).
In Japan’s present museum system, little attention is given to the opinions of gakugeiin, creat-
ing the need to organize independently from local governments. The concept of “intellectual
freedom” in museums must be discussed as a first step toward revising the Museum Act in Japan.
